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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

主要果樹（モモ、ブドウ、ナシ、リンゴ）の枝に含まれる放射性セシウム濃度は、原発事故以降に発生した枝のうち４年

生枝以下で低い傾向が認められる。また、原発事故以前に発生していた６年枝以上では放射性セシウム濃度がやや高

く、リンゴ樹では濃度の高い部位が年次ごとに古い枝に限定される傾向にあることから、古い枝のせん除は放射性セシ

ウムの除去法として有効である。また、各樹種の１年枝における放射性セシウム濃度は経年減衰している。

  (1) 樹体洗浄を行わなかった樹における放射性セシウム濃度は古い枝で高く、若い枝ほど低くなる傾向である。原発事

故後に発生した４年枝以下の枝では、特に低い傾向である（図１、２、３、４）。

  (2) 2011 年から 2015 年までの主要樹種の１年枝における放射性セシウム濃度は、年毎に低下している（図５）。

  (3) 2012 年から 2015 年までのリンゴ樹（樹体洗浄なし）における枝齢別の放射性セシウム濃度は、直接フォールアウトを

受けた枝が年次を経ても高い傾向である（図６）。

  (4) 古い枝のせん除は放射性セシウムの除去法として有効であり、毎年の適切な整枝・せん定による除去効果が期待で

きる。

２ 期待される効果

原発事故以前に発生した古い枝をせん除し、若い枝を多く配置することにより、カキと同様に放射性セシウム濃度の

低減が見込まれる。

  

３ 活用上の留意点

５年枝以上の古い枝を積極的に更新し、放射性セシウムの除去および樹勢の維持回復に努める。



Ⅱ 具体的データ等

          注） 西暦年は枝の発生年                             注） 西暦年は枝の発生年

         注） 西暦年は枝の発生年                            注） 西暦年は枝の発生年

注） 西暦年は調査年

注） 西暦年は調査年
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１ 執筆者

   安達義輝

２ 実施期間

   平成 23 年度  ～ 27 年度
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